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【研究要旨】 

 本研究は、日本人の食事摂取基準において、小児の飽和脂肪酸摂取量の目標量を算定する

ために必要となる根拠の 1 つである、小児期に飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合の安全性（成

長障害など）を調べた研究を整理することを目的とした。2017 年 11 月 2 日に、PubMed を用いて、

小児に関する単語、飽和脂肪酸摂取量に関する単語、等を用いて、文献検索を行なった。合計

3123 本の論文が抽出された。それらの論文のタイトルと Abstract を読んだ結果、目的に見合うと判

断した論文が 7 本抽出された。さらに、7 本の論文の中で、飽和脂肪酸摂取量もしくはアウトカムと

なる因子が記載されていない論文、評価項目ごとに対象者数が異なる論文等を除外した結果、論

文を抽出することができなかった。諸外国の小児の飽和脂肪酸の摂取量は日本人の小児と比較し

多いため、今後は、日本人小児の飽和脂肪酸摂取量よりも少ない量を摂取した場合の成長への

影響を検討する報告が待たれる。 

 

A. 背景と目的 

飽和脂肪酸は、成人を対象とした研究にお

いて、摂取量を少なくすると、冠動脈疾患罹患

率(1)、アテローム硬化(2)およびインスリン抵抗

性(3)の改善などがみられることが報告されて

いる。そのため、日本人の食事摂取基準

（2015 年版）では、生活習慣病の発症予防を

目的とし、現代の日本人が当面の目標とすべ

き摂取量とされている目標量が、飽和脂肪酸

において設定されている。 

成人の飽和脂肪酸の目標量の設定におい

ては、LDL コレステロール値の上昇およびイン

スリン抵抗性の増大が、その後の心疾患発症

に影響を与えていること(4)を、設定の根拠とし

ている。小児において、飽和脂肪酸の目標量

を設定するためには、成人のように疾患リスク

に与える影響のみでなく、小児が成長過程で

あることを考慮し、成長に必要な飽和脂肪酸

摂取量の最低量についての研究報告も整理

する必要がある。 

そこで、今回は、飽和脂肪酸の目標量を設

定するための根拠を整理するために、小児期

に飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合の安全

性（成長障害など）を調べた研究の概要をまと

めることとした。 

 

B. 方法 

B-1.  論文検索 

健康な小児を対象として、飽和脂肪酸の摂

取量と成長への影響との関連を評価した研究

報告を、PubMed を用いて、検索した。検索に

用いた式は以下の通りである：(child OR 

children OR childhood OR “child hood” OR 

toddler OR toddlers OR infant OR infants OR 

adolescent OR adolescents OR adolescence 

OR teen OR teens OR teenager OR teenagers 

OR “teen ager” OR “teen agers” OR youth 

OR youths OR baby OR babies OR student OR 

pupil OR students OR pupils OR girl OR boy 

OR girls OR boys) NOT (rat[TIAB] OR 
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rats[TIAB] OR mice[TIAB] OR mouse[TIAB]) 

AND ("saturated fatty acid" OR "saturated 

fatty acids" OR “saturated fat” OR 

“saturated fats” OR SFA OR SFAs) AND 

(intake OR consumption OR food OR eat OR 

diet OR dietary) NOT (women[TI] OR 

woman[TI] OR men[TI] OR man[TI] OR 

pregnancy)。 

2人のレビューアーが、個人ごとに、まず、抽

出された論文のタイトルを読み、小児における

飽和脂肪酸摂取量と成長への影響との関連を

評価した観察研究・介入研究に該当すると判

断した論文を抽出した。さらに、タイトルから抽

出された論文の Abstract を読み、小児におけ

る飽和脂肪酸摂取量と成長への影響との関連

を評価した観察研究・介入研究に該当すると

判断する論文を抽出した。2 人のレビューアー

の意見が異なった場合は、再度、論文の

Abstract にもどり、意見交換をおこない、判断

した。 

 

B-2. 除外基準 

PubMed を用いて検索した（2017/11/2）結

果、3123 本の論文が抽出された。2 人のレビュ

ーアーにより、抽出された論文のタイトルが目

的にそぐわないと判断した論文 3088 本を除外

し、Abstract を読むべきと判断した論文は 35

本抽出された。さらに、2 人のレビューアーが

Abstract を読み、英語で書かれている論文で、

精読すべき論文と判断した論文 7 本が抽出さ

れた。今回の目的は、「日本人の食事摂取基

準」における小児の目標量を設定するための

根拠となるデータをさがすことであるため、論

文検索で抽出した論文を読み、以下の除外基

準に該当する論文 7 本（①飽和脂肪酸の摂取

量が記載されていない論文：5 本、②目的のア

ウトカムとなる LDL コレステロール値もしくはイ

ンスリン抵抗性および飽和脂肪酸摂取量との

関連が記載されていない論文：1 本、③飽和脂

肪酸摂取量とアウトカムの評価を行なった対象

者数が一致していないもしく不明である論文：

1 本）を除外することとした。論文抽出の流れを

図 1 に示す。 

 

C. 結果ならびに考察 

小児において、飽和脂肪酸摂取量を少なく

した場合の成長への影響を調べた研究は、1

本も存在しなかった。飽和脂肪酸摂取量とアウ

トカムの評価を行なった対象者数が一致して

いないもしく不明であることを理由に除外した

論文 2 本の研究の概要を、参考として

Supplement Table にまとめた。 

Supplement Table に示すとおり、Finland の

小児を対象とした 5 歳までの介入研究では、

飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合、身長お

よび体重の成長にどのような影響を与えるか

評価した結果、成長に影響がないことが示さ

れた(5)。ただし、この研究における対象者の

飽和脂肪酸摂取量は、摂取量が少ない介入

群で、約 9%～12%エネルギーの範囲であった。 

もう 1 つの研究も Finland の小児を対象とした 5

歳までの介入研究であり、神経発達の影響を

評価した結果、飽和脂肪酸摂取量は神経発

達に影響していなかった(6)。こちらの研究も、

対象者の飽和脂肪酸の摂取量は、摂取量が

少ない群で 11.7%エネルギーであった。 

日本の小児の飽和脂肪酸摂取量は、9～

10%エネルギーであることが報告されている(7)。

つまり、日本人小児の飽和脂肪酸摂取量は、

今回の Supplement Table に示した研究の対象

者の飽和脂肪酸の摂取量よりも少ないため、

日本人小児の飽和脂肪酸の目標量を算定す

るための根拠として必要な、飽和脂肪酸摂取

量を少なくした場合の成長への影響を評価す

る知見とはなり得ない。 

 

D. 結論 

本研究では、小児の飽和脂肪酸摂取量を

少なくした場合の成長への影響を評価する論

文を抽出することができなかった。今後、日本
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人の飽和脂肪酸摂取量よりも少ない量を摂取

した場合の、成長への影響を検討した研究の

報告が待たれる。 
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n 3123

n 35

n 7

n 0 抽出された論文

 【除外基準】

 ① 飽和脂肪酸摂取量の記載なし　（n 5）

 ② 目的のアウトカムの記載なし　（n 1）

 検索で得られた論文

 抽出された論文

精読すべき論文

 ③ 飽和脂肪酸摂取量とアウトカムの対象者数が一致していないもしくはわからない　（n 1）

タイトルが目的と合致していないものを除外　（n 3088）

要旨を読み、目的と合致していないものを除外　（n 28）

 

図 1 小児期に飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合の安全性（成長障害など）を調べた研究 
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Supplement Table 小児期に飽和脂肪酸摂取量を少なくした場合の安全性（成長障害など）を調べた研究の概要 
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